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論文内容の要 1:::. 
日

グラム陰性細菌の O 抗原に関する免疫化学的研究はサjレモネラを中心として広範囲に進められてい

るが藤野らによって発見せられた腸炎ビブリオの O 抗原に関するものは本菌が我が固に於ける細菌性

食中毒に占める重要性にも拘らず極めて乏しい現状である。私らはさきに腸炎ピプリオ O 分類による

1 群より 10群に至る各菌株の加熱菌体から O 抗原を分離し，それらが寒天内沈降反応で示す特異性は

加熱菌体の謂所 O 凝集で示めされる特異性とよく一致する事及各抗原の化学組成，構成糖の種類など

について報告してきた。私はそれらの O 抗原の抗原決定基の解明の手始めとして各抗原の酸，アノレカ

リに対する態度をしらべ，又特に 0-3 については酸分解物の O 凝集反応の阻害作用についても検討

した。

〔方法ならびに成績〕

0 抗原は国立予防衛生研究所の標準株 (0 -1 → 0 ー10) を食塩 3%，肉エキス 1 必，ポリペプト

ン 1 必，イーストエキス0.5%を含む液体培地に通気約 8 時間培養し，後 100 0C， 2.5 時間加熱，菌体

を洗糠後 Westphal の方法に従ってフェノーノレー水で処理，水層より O 抗原を得た。

0 抗血清は上記各菌株を用い病原性好塩菌食中毒検査要領に従って調製した。

各 O 抗原を酸，アノレカリで処理しこれを寒天ゲ、jレ内で上記 O 抗血清と反応させ沈降性の変化，特異

性の変化をしらべた。

0 凝集反応阻害はサンプノレと O 抗血清を混じ， 50 oC, 1 hr 保った後加熱菌体浮遊液を加え 50 0C 一

夜保ち翌朝判定した。

成績: (1) 各 0 抗原を 0.2N NaOH で 50 0C 24hr 処理すると元の各抗原が示す沈降線が消失し幅

の広い新しい線が抗体側寄りに現われて来る。これらの各処理物を各群の O 抗血清でしらべると O 特
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異性を示すことから未処理の抗原とは抗原性は変っているものの O 群特異性は保たれている。又 0-

3 抗原をヒドロキシラミンで処理して脂肪酸エステノレを切ることによって生じた物質をアノレカリ処理

0-3 と比べてみると沈降線は融合した。 したがってアルカリ処理によって受ける抗原性の変化は

脂肪酸エステノレの閲裂によるものであろう事は明らかであるが，失われる O 抗原の特異性に 0-アシ

ノレ基が直接関係しているか或は脂肪酸， リピド等がとり除かれて O 抗原が立体的変化をうけ別の抗原

特異性決定基が表面に露出しでもとの決定基がかくされたのか，は未だ明らかではない。何れにせよ

この様な特徴は 0-1 から 0-10に至るすべての抗原で共通していた。

(2) 各 0 抗原を 0.2N HCl で 100 0 C 48hr 処理すると各 O 抗原によって異った結果を与えた。即

ち大まかに分けると第 1 のグノレープは夫々対応する抗血清との間で沈降線が殆んど消えてしまうもの

(0-4 , 0-5 , 0-8) ，第 2 は元の沈降線は殆んど消失し新しい沈降線が出現するもの (0-

2 , 0-9) ，第 3 は元の沈降線とその他に新しい洗降線を示すもの (0-3 , 0 -6 , 0 -10) , 

第 4 は殆んど変化のないもの (0-1 ， 0-7) などであった。 この様に HCl 処理は各群 O 抗原に

よって違った影響を与えアノレカリ処理とは全く異った様相を示した。

次にこれら HCl 処理物を他の群各 O 抗血清でしらべると元の抗原では交叉反応のない他の O 群の

抗血清との間で交文反応を示すものが現われてきた。例えば HCl 処理 0-4 抗原は抗 0-6 及び抗 O

-10血清との問で沈降線をつくる。そして夫々の線は HCl 処理 0-6 が抗 0-6 と作る線或は HCl

処理 0-10が抗 0-10とつくる線と融合する。又 0-6 を過ヨード酸々化後 HCl で処理すると抗 O

-2 , 0-4 とも沈降線を与えその線は抗 0-6 との間で出来る沈降線と完全に融合した。 HCl 処理

によって生ずる交叉反応更に相互に融合しあう沈降線の出現は共通の抗原構造の存在を意味しそれは

サノレモネラ或は大腸菌でみられる Rough 抗原のようなものであるかも知れない。

(3) 3 つの抗血清(144V ， 72V , 157V) を常法によってお及び 198 各分画に分けた。

78 は 19s に比べて O 抗原による沈降量がより多いのに凝集活性は著しく低い。

これに反して 198 は沈降量の少ない割に凝集価は高かった。これら各分画による 0-3 菌体の凝集

反応が 0-3 抗原の酸処理物でもって，阻害されるかどうかをしらべてみた。 0-3 抗原を HCOOH

処理して得られた 1 つの分画 D1 は 3 つの血清の何れの 78 分画による凝集も阻害したが， 198 による

凝集の阻害はなかった。 0-3 の前記 HCl 処理物は抗血清 144V の 198 分画による凝集を阻害した

が 7s のそれは阻害しなかった。又この HCl の処理物は抗血清72V及び157V に対しては 78， 19s の

何れの凝集をも阻害した。

抗血清144V においては 78 及び 198 各分画の特異性がかなりはっきりしたものであったが他の 2 つ

の抗血清では D1 分画に対してのみ 78 と 198 の特異性の差異がみとめられた。或る O 抗原刺激に際

して一つの抗原決定基に対して 7s 抗体のみが産生されるという事がありうるかどうか乙れは今後の

研究にまちたい。

〔総括〕

著者は10群にわたる腸炎ビブリオの各 O 抗原の化学的部分分解を試み，各群の種々の抗原決定基の

化学的研究のための基礎付を行なった。
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論文の審査結果の要旨

著者は腸炎ピブリオ 0 分類による 1 群より 10群に至る各菌株の加熱菌体から O 抗原を分離し，それ

らが寒天内沈降反応で示す特異性は加熱菌体の謂所 O 凝集で示される特異性とよく一致することを証

明した。それら O 抗原の抗原決定基の解明の手始めとして各抗原の酸，アノレカリに対する態度をしら

べ，アノレカリ分解に対しては十種類の O 抗原が全く同様の態度をとること，酸分解に対しては態度の

異る四種類に分れることを明らかにした。又特に 0-3 については酸分解物の O 凝集反応の阻害作用

についても検討して各群の種々の抗原決定基の化学研究のための基礎付を行なったものである。
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